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〇真室川町の概要

〇人口：6,651人 〇世帯数：2,542世帯

※R5.12.31時点

地 目 面積(㎢) 割合(％)

山 林 295.05 78.8

田 20.61 5.5

畑 3.17 0.8

宅 地 2.44 0.7

原 野 9.22 2.5

その他 43.73 11.7

合 計 374.22 100.0

真室川町は、山形県の内陸最北部に位置し、北側は秋田県に接している。

町の約79％が山林の中山間地域であるため、古くから林業・農業が盛んである。

また、各地区には伝統文化が数多く継承されており、番楽・囃子・わらべ唄の

ほか、伝承野菜等も引き継がれている。

※H31.1.1時点

山形県

真室川町

真室川町

真室川町の概要



〇真室川スタディツアーコンテンツ一覧

第1回「歴史編」 第2回「山のくらしと林業編」

令和元年6月29日(土)、町内(主に真室川地
区、安楽城地区、差首鍋地区)の文化財や天
然記念物を中心としたツアーを開催

令和元年10月26日(土)、町内(主に真室川
地区、釜渕地区、大滝地区)の林業や山の神
信仰などを中心としたツアーを開催

第3回「伝承芸能編オンライン」 第4回「伝承野菜と手仕事文化編オンライン」

令和2年6月27日(土)、オンライン(ポータ
ルサイト・YouTube)にて町に伝わる伝承芸
能に関するコンテンツを公開

令和2年12月24日(木)、オンライン(ポータ
ルサイト・YouTube)にて町に伝わる伝承野
菜と手仕事文化に関するコンテンツを公開

第3回・第4回については、新型コロナウイル

ス感染症対策として町ポータルサイトと公式

YouTubeを利用したオンライン版を開催した。

スタディツアーコンテンツ一覧



〇真室川スタディツアーコンテンツ一覧

第5回「戊辰戦争と明治の夜明け編」 第6回「歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編」

令和3年6月26日(土)、町内(主に及位地区)
にて、羽州街道や幕末から明治初期の当町
に関するものを中心としたツアーを開催

令和3年10月23日(土)、町内(主に差首鍋地
区・平枝地区)の歴史や伝承文化に関するも
のを中心としたツアーを開催

第7回「大きな自然に抱かれてin甑山編」 第8回「錦秋の高坂ダム編」

令和4年6月25日(土)、町内甑山にて甑山の
自然や歴史、地域に伝わる伝説などを中心
としたツアーを開催

令和4年10月22日(土)、町内高坂ダムにお
いて、ダムおよび発電所の設備や周辺の自
然、森林鉄道隧道跡に関するツアーを開催

スタディツアーコンテンツ一覧



〇真室川スタディツアーコンテンツ一覧

第9回「化石発掘への挑戦編」
～ﾏﾑﾛｶﾞﾜｸｼﾞﾗに出会う旅～

第10回「真室川の宝箱編PART1」
～国指定重要文化財と町指定文化財に出会う旅～

令和5年6月24日(土)、町内(主に山形県神
室少年自然の家および周辺地域)にて、マム
ロガワクジラ化石群に関するものを中心と
したツアーを開催

令和5年10月21日(土)、町内(主に真室川地
区の文化財や歴史に関するものを中心とし
たツアーを開催

スタディツアーコンテンツ一覧

№ 内 容 開催(公開)日 参加人数

1 歴史編 R1.6.29 43名

2 山のくらしと林業編 R1.10.26 46名

3 伝承芸能編オンライン R2.6.27 -

4 伝承野菜と手仕事文化編オンライン R2.12.24 -

5 戊辰戦争と明治の夜明け編 R3.6.26 28名

6 歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編 R3.10.23 29名

7 大きな自然に抱かれてin甑山編 R4.6.25 31名

8 錦秋の高坂ダム編 R4.10.22 22名

9
化石発掘への挑戦

～マムロガワクジラに出会う旅～編
R5.6.24 40名

10
真室川の宝箱編PART1～国指定重要文化財と町指定

文化財に出会う旅～編
R5.10.21 34名



１.歴史編

【第1回真室川スタディツアー「歴史編」】

●令和元年6月29日(土)開催 ●参加者43名

●講師としてご協力いただいた方々(見学行程順)

・歴史民俗資料館 館長(当時) 梁瀬 平吉 氏 ・砂子沢地区 区長 小松 喜平 氏

・中村湿原を守る会 会長 髙橋 喜久美 氏 ・正源寺 住職 鮭延 節侯 氏

   ・内町地区 区長(当時) 黒坂 寿広 氏

1.歴史編



１.歴史編コンテンツ紹介

【第1回真室川スタディツアー「歴史編」】ツアー当日の行程

④中村湿原

③砂子沢薬師堂
(木造如来座像)

中央公民館
①歴史民俗資料館

⑩飛行場跡

⑨内町薬師堂
(銅造如来倚像)

鮭延城跡

⑥～⑧正源寺
(山門・土偶・鮭延秀綱公墓)

真室川町役場

№ コンテンツ 会 場 時間

1 歴史民俗資料館見学 歴史民俗資料館 30分

2 町内眺望 秋山スキー場頂上 10分

3 木造薬師如来座像(町指定文化財)見学 砂子沢薬師堂 30分

4 中村湿原(町指定天然記念物) 中村湿原 40分

5 正源寺山門(町指定文化財)見学 正源寺 10分

6 五郎前遺跡出土「土偶」(国指定重要文化財)見学 正源寺 30分

7 鮭延秀綱公墓見学 正源寺 20分

8 鮭延城跡見学 鮭延城跡 40分

9 銅造如来倚像(国指定重要文化財)見学 内町薬師堂 30分

10 真室川飛行場跡見学 野々村地区 40分

11 歴史編まとめ・ツアー参加者の感想等

1.歴史編コンテンツ紹介



１-1.歴史民俗資料館

概 要

この資料館は、昭和56年、「山と人々の暮らし」というテーマでオープン

した。正面ホールには町内に生息する動物のはく製や化石などを展示している。

中山間地域である真室川町は古くから林業が盛んであり、第1展示室には多

くののこぎりをはじめ、山林に関する展示がされているほか、第2展示室には

真室川町が誇る版画家「中川木鈴」に関する展示がされている。

また、年に数回開催される企画展では、わら細工やチェーンソーアート、マ

ムロガワクジラ化石群など様々なテーマで来館者を楽しませている。

見学の様子

館内見学 集合写真

1-1.歴史民俗資料館



１-2.町内眺望(秋山スキー場)

概 要

秋山スキー場は、天気が良い日には鳥海山や月山などを一望する恵まれたロ

ケーションにあり、頂上から町の中心部を眺望することができる。

全日本スキー連盟コースであるクロスカントリーコースは、過去に国体や全

日本選手権大会等が開催されており、ロープリフトとナイター設備を設置した

ゲレンデは初級クラスに最適なコースとして営業している。

見学の様子

夏季眺望

冬季眺望

1-2.町内眺望(秋山スキー場)



１-3.木造薬師如来座像(砂子沢薬師堂)

概 要

大沢地区砂子沢楯跡にある砂子沢薬師堂の本尊として祀られている尊像であ

る。蔵はヒノキ材の寄木造りで像高66.1cmで小柄な像であるが、つくりの優

れた逸品である。面相は優美淡麗で、水晶で白毫と玉眼を入れ、放漫な姿体か

ら鎌倉時代の作とみられたが、修復調査の結果、平安時代中期の作と判明した。

山村には珍しいもので、おそらく中央の仏師によってこの地に移されたもの

と考えられており、中央文化の地方普及を物語る資料である。

昭和59年3月19日、町の文化財に指定された。

見学の様子

【町指定文化財】

講師からの説明 薬師堂内見学(特別に御開帳いただきました)

1-3.木造薬師如来座像



１-3.木造薬師如来座像(参考資料)

1-3.木造薬師如来座像



１-4.中村湿原

概 要

町内中村地区にある湿原で、イボズミゴケ・ハリミズゴケを主とし、底部に

厚い泥炭層を伴っている。この泥炭はミズゴケなどの湿生植物が炭化したもの

である。

中村湿原は地滑りにより生じたものと言われており、沼沢地であったところ

が、周囲から植物の繁茂、体積から低層湿原へ、さらに高層湿原へ移行する途

中の中間湿原と考えられている。

平成26年5月16日、町の天然記念物に指定された。

見学の様子

【町指定天然記念物】

講師からの説明 湿原内を散策

1-4.中村湿原

ハッチョウトンボ サギソウ

トキソウ



１-4.中村湿原(参考資料①)

1-4.中村湿原

1 ヤドリゼンマイ 2 ヤチスギラン 3 ミツガシワ

4 オモダカ 5 ヒツジグサ 6 イヌタヌキモ

7 サワラン 8 トキソウ群落 9 ノハナショウブ

10 ミズチドリ 11 コオリユニ 12 コバギボウシ

13 ミタケスゲ 14 ミソハギ 15 オオニガナ

※湿原内の動植物は採取禁止です※



１-4.中村湿原(参考資料②)

1-4.中村湿原
※湿原内の動植物は採取禁止です※

16 ミズオトギリ 17 エゾリンドウ 18 ウメバチソウ

19 サギソウ 20 ｻｷﾞｿｳ群落・ﾔﾁｶﾜｽﾞｽｹ 21 サギスケ群落

22 ツマグロヒョウモン 23 ドクゼリ 24 キンラン

25 ハッチョウトンボ 26 ハッチョウトンボ 27 ﾓｳｾﾝｺﾞｹに捕われたﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ

28 アマゴイルリトンボ 29 キイトトンボ 30 オゼイトトンボ



１-5.正源寺山門

概 要

この山門は、旧朝日村大網の湯殿山大日坊の総門であったが、昭和36年に

正源寺23世閑雲旭處和尚(かんうんきょくしょおしょう)によって正源寺に移築

された。高さ13m、間口9.7m、奥行6.1m、12脚の堂々たる楼門(スギ材)で

あり、入母屋造りの大きな屋根、楼上の欄干付き回廊、花頭窓などの特徴があ

る。当初屋根は茅葺きであったが、移築後に銅板葺きに改められた。江戸時代

末期の建築とみられ、湯殿山振興の盛時を忍ばせる貴重な建築物である。

平成元年12月16日、町の文化財に指定された。

見学の様子

【町指定文化財】

正源寺住職 鮭延 節侯 氏 より、お寺や山門の歴史についてご紹介いただきました

1-5.正源寺山門



１-6.五郎前遺跡出土【土偶】

概 要

真室川町大字釜渕字五郎前から出土(身長23.4cm大洞A’式)。この土偶は、

大正4年、当時田んぼだった釜渕字五郎前遺跡から発見された。縄文時代晩期

の完全な形をした貴重な完形土偶で、多くの専門誌や美術誌に掲載され、海外

にも紹介されている。

内部は空洞で、色は赤みがかった褐色をし、頭髪は大きく束ねて髷のような

形をしている。肩から乳がはりだし、腰にパンツのようなものをつけ、太い両

足を持っている。また、焼成後に朱を塗ったらしく、一部にその跡が残されて

いる。

昭和40年5月29日、国の重要文化財に指定された。

見学の様子

【国指定重要文化財】

重要文化財である本物(左)は展示のみでしたが、

レプリカ(右)を触らせていただくことができました

1-6.五郎前遺跡出土【土偶】

矢じりや古銭などのお宝も

展示していただきました



１-7.鮭延秀綱公墓

概 要

近江佐々木源氏出身で最上地域の北部を治めていた鮭延貞綱の息子、秀綱の

墓。秀綱は鮭延城主の時に最上義光による鮭延城攻めを受け、のちに最上家の

家臣となり活躍した。

したし、最上家がお家騒動により改易となると、老中土井利勝預かりの身と

なり、最後は茨城県古河市(姉妹都市)で84歳の生涯を閉じた。

自らの財産を家臣たちに分け与え、自身は家臣たちの家を転々としながら過

ごしたとされ、茨城県古河市には、家臣たちの手により秀綱の菩提寺として鮭

延寺(けいえんじ)が建立されている。

見学の様子

1-7.鮭延秀綱公墓

歴史民俗資料館 梁瀬館長(当時)から秀綱公の生涯について紹介



１-8.鮭延城跡

概 要

近江国佐々木源氏出身で、最上地域の北部を治めていた鮭延秀綱が居城とし

て築城した。貞綱の息子である秀綱の時に、最上義光による鮭延城攻めが行わ

れたが、城を落とすのに2年を要し、その堅固さから「北の要害」と名をとど

ろかせた。

最上家改易に伴い、秀綱が老中預かりの身となると、新庄藩祖戸沢政盛が仮

城として入るが、3年後には新庄市沼田に新庄城を築いたため、鮭延城は廃城

となった。

現地の様子(当日悪天候だったため別事業で散策した際のもの)

【町指定史跡】

大手門口から出発

1-8.鮭延城跡

頂上まであと少し 頂上から町内を一望



１-8.鮭延城跡(参考資料)

1-8.鮭延城跡



１-9.銅造如来倚像(内町薬師堂)

概 要

白鳳時代の特徴をよく表した仏像であり、高さ54.5cm、座高38.1cm、重

量19.5kgの銅造鍍金像(ときんぞう)で、頭頂から足先まで鋳型で一挙に鋳造

された像である。形は古い倚像形式で、頭部が大きく、両ほほの肉付きが豊か

な童顔の表情から、白鳳時代末から天平時代初めの制作と考えられている。

本像は、戦国時代当地方を領した近江源氏佐々木氏が近江国鯰江(現在の滋

賀県)から持参してきたと伝えられ、鮭延城初代城主鮭延貞綱時代に悪病流行

の折、城南に同を建立して士民に参拝させたと云われている。

昭和62年6月６日、国の重要文化財に指定された。

見学の様子(当日悪天候だったため第10回ツアーで見学した際のもの)

【国指定重要文化財】

1-9.銅造如来倚像

第１回ツアーにおいても特別に御開帳いただき、実物を見学させていただきました。



１-9.銅造如来倚像(参考資料)

1-9.銅造如来倚像



１-10.真室川飛行場跡(野々村地区)

概 要

昭和11年、真室川村(当時)は、経済更生政策の一環として、塩野台地(野々

村、共栄、神ヶ沢)に飛行場を建設した。同15年には、陸軍の飛行場に転用さ

れ、熊谷航空隊北部分隊の訓練施設となった。広さは450ha、滑走路役300m、

常駐隊員100名を数え、兵隊のいる村として賑わいを見せた。

昭和20年(1945年)になると、米軍機による爆撃は地方にも及び、軍の飛行

場であった当町、そして隣村の石名坂地区は、特に攻撃の対象となった。敗戦

間際の8月10日、午前8時30分頃と午後3時ころの2回にわたって行われた米軍

機百数十機による空襲は、飛行場に壊滅的な打撃を与え、神ヶ沢地区集落のあ

る民家では、10人家族のうち6人の命が奪われた。

現在、爆撃による無残な痕跡は埋め立てられ、大部分は農地となったが、格

納庫跡の残骸や、陸軍境界杭などが当時の様子を物語っている。

1-10.真室川飛行場跡

真室川飛行場については、当日悪天候だったためバス車内からの見学のみとなりました。



１-10.真室川飛行場跡(参考資料)

1-10.真室川飛行場跡



１-11.歴史編まとめ

1-11.歴史編まとめ

【第1回ツアー参加者へのアンケート結果】

開講式

資料館内で鋸を見学
【自由記述欄から抜粋】

・普通ほかの観光地では入れない場所まで(さわったり、足を踏み

入れたりも含めて)案内していただき、とても楽しめました。機会があればまた参加して

みたいです。

・真室川の歴史、文化を知ることで、さらに町が好きになりました。

・雨天の中の準備を含め、スタッフの方々ありがとうございました。縄文時代からのタイム

トラベルとても楽しかったです。

・町に住んで40年以上になりますが、今回のツアーに参加し、全然知らなかった真室川町を

知ることができて本当に良かったと思いました。

・中村湿原を町全体で守り抜いていることに感動しました。初めて見るトンボは町民の人す

べてが大切に育てているものを感じました。

・五千年前の土偶との出会い、薬師如来座像との再会、記憶に新しい戦時中の真室川飛行場

跡、戦国時代の鮭延城と、スケールの大きな歴史ツアーを楽しむことができました。

・ほかのイベントとタイアップしていて、昼食や昼休みの時間も楽しく満足することができ

ました。 など他多数の方からご好評をいただきました。



2.山の暮らしと林業編

【第2回真室川スタディツアー「山のくらしと林業編」】

●令和元年10月26日(土)開催 ●参加者46名

●講師としてご協力いただいた方々(見学行程順)

・歴史民俗資料館 館長(当時) 梁瀬 平吉 氏 ・真室川きのこ本舗 三宅 清一 氏

・茂木技建 茂木 雄一 氏、茂木 美智子 氏 ・栗田 広行 氏

   ・株式会社庄司製材所 庄司 和敏 氏

2.山のくらしと林業編



2.山のくらしと林業編コンテンツ紹介

【第2回真室川スタディツアー「山のくらしと林業編」】ツアー当日の行程

№ コンテンツ 会 場 時間

1 歴史民俗資料館見学(山の神信仰、鋸屋中谷吉蔵) 歴史民俗資料館 60分

2 森林トロッコ体験乗車 まむろがわ温泉梅里苑 45分

3 山の神祠見学 山の神祠(新田平岡) 10分

4 特用林産物の紹介 中央公民館 15分

5 うす削り・けずり華アート体験 中央公民館 60分

6 チェーンソーアートデモ 栗田広行氏工房 45分

7 最新製材工場見学 ㈱庄司製材所大滝工場 50分

8 まとめ・ツアー参加者の感想等

2.山のくらしと林業編コンテンツ紹介

真室川町役場

④⑤⑥中央公民館
①歴史民俗資料館

②まむろがわ温泉梅里苑

③山の神祠
(新田平岡)

⑦栗田広行氏工房

⑧㈱庄司製材所
(大滝工場)



2-1.3.山の神信仰(歴史民俗資料館・新田平岡山の神祠)

概 要

真室川町には、春先に山の神を祀る習俗が残されており、その代表的な行事

が「山の神勧進」である。

「勧進」とは、その集落のおおむね中学生未満の男子たちが御神像を持って

集落内の各家をまわり、山の神へのお供え物を集めながら各家を祀る行事であ

り、その際の唱え言葉や作法は各地区や年代によって異なり、独特のものと

なっている。

また、農家では春になると山の神が山から降りてきて田の神となり、秋には

再び山に戻ると言われており、雪中田植えやお日待ちなども行われている。

見学の様子

館内見学 山の神祠(新田平岡)見学

2-1.3山の神信仰(歴史民俗資料館・新田平岡山の神祠)



2-1.窓鋸と中屋吉蔵(歴史民俗資料館)

概 要

山形市に生まれた初代中屋吉蔵(本名：渡辺吉蔵)は、天童市の鋸鍛冶である

四代目中屋九兵衛のもとで10年間の修行を積んだ。その後、九兵衛の娘であ

るよしと結婚し、長男吉太郎を授かるも、各地を転々とする生活だった。

吉太郎が11歳の時に真室川町及位に移住し、16年目の大正10年に、地元の

山子や木挽といった職人らの話から、欧米で流行していた「窓鋸」の実用化に

成功した。

以降、三代にわたって窓鋸を作り続け、最盛期は常時30人の職人が昼夜を

問わず製造しても間に合わないほどの需要があり、「中屋」ブランドの鋸でな

ければ売れないため、その名を「中屋」に変える工場が現れるほどだった。

見学の様子

窓鋸体験 館内見学

2-1.窓鋸と中屋吉蔵(歴史民俗資料館)



2-2.森林トロッコ体験乗車(まむろがわ温泉梅里苑)

概 要

森林トロッコ列車は、昭和13年から同37年までの間、奥羽線釜淵駅を起点

として真室川町小又、大池、高坂地区を通り大川入りまで、途中3ケ所のトン

ネル(総延長380ｍ)を通り抜け、全延長28kmの区間を運行していた。トロッ

コ6両と客車1両をけん引し、国有林から伐採したブナ材等の運搬用として、

一日一往復活躍した。

現在のトロッコは、同型機として秋田営林局から譲り受けたものをまむろが

わ温泉梅里苑に動態保存しているものであるが、動態保存されているトロッコ

は全国的にも貴重で、平成21年2月23日には、経済産業省より「地域活性化に

役立つ近代化産業遺産」として認定された。

見学の様子

体験乗車 集合写真

2-2.森林トロッコ体験乗車(まむろがわ温泉梅里苑)



2-4.特用林産物の紹介

概 要

真室川町は山の恵みの宝庫であり、特に春の山菜、夏秋のきのこは季節を知

らせてくれる旬の食材として重宝されてきた。中でも原木なめこは真室川町が

発祥の地といっても過言ではなく、㈲佐藤商店(及位地区)の先々代店主である

佐藤儀三郎氏が、同じ及位地区の菅原官兵衛氏とともに人工栽培と種駒の開発

に尽力し、「真室川の原木なめこ」は全国有数の産地として知られることと

なった。

第2回ツアーでは、テレビなど各種メディアにも出演され、大工の棟梁にし

てミツバチ使い(養蜂家)、そしてきのこ取りの名人である真室川きのこ本舗

三宅 清一 氏 から「山の恵み」について紹介していただいた。

見学の様子

2-4.特用林産物の紹介

講師からの講話










































































